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研究成果の概要（和文）：中央・西アジア地域のトルコ、イラン、アラブ系民族の間には、「マ

カーム」「ダストガー」などと呼ばれる旋法・演奏体系を持つ古典伝統音楽が広く存在する。こ

の研究は中国新疆のトルコ系民族であるウイグルの「ムカーム」と呼ばれる音楽を中心にそれ

らの伝統を比較し、特に東西交流の要衝の地に栄えたウイグル音楽の独自性と他の文化との関

連を明らかにしようとするものである。 詳細については、別添論文集の龍村の論文を参照のこ

と。 

 
研究成果の概要（英文）：Among the Turkish, Persian and Arabic peoples in Central and West 
Asian countries, we find widely the similar music traditions which have the modal system 
and the performance practice called “Maqam”, “Mukam” or “Dastgah”. This study is 
a comparative study among those music cultures, focused on the music tradition of the 
Uighurs, a Turkish people who are living in the Xingjian autonomous region in China. 
The aim of this study is to clarify the peculiarities and the commonality of the these 
traditions, especially on the Uighur music tradition which locates in the middle of the 
‘Silk Road’  
For further information: Please see the article of TATSUMURA, attached at the end of 
this report. 
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１． 研究開始当初の背景 
研究代表者はイラン、トルコ、中国のシルク
ロード方面の文化と音楽には昔から興味を
持ち研究を行ってきたが、この研究は、筆者
のもとで博士号を取ったウイグルの作曲家、
ウメル, ママット氏（研究協力者、ウイグル

語ではウメルが姓）の影響が大きい。ウメル
氏を通じてウイグル音楽の素晴らしさ（世界
無形文遺産）に接した筆者は、現在の中国の
中で独自の言語も主張しがたいウイグル民
族が、ほとんど唯一、自民族のアイデンティ
を主張しうるその音楽伝統について、特に西
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アジア系音楽との関連性を重視した形で研
究を行いたいと思い、西アジア関係の研究者
と共にこの研究を始めた。 
 
２．研究の目的 
(1) ウイグルの「ムカーム」、イランの「ダ
ストガー」、トルコの「マカーム」、アラブの
「マカーム」の演奏の実態、楽器のありよう
を明らかにし、それらを比較することにより
各文化の独自性と地域による差異をできる
限り明らかにすること。 
(2) (1)の研究の結果、ウイグル音楽文化の
独自性と西アジア系文化との関連性を明ら
かにすること。 
(3) 研究成果を広く公開し、ウイグルはもと
より、一般にあまり知られていない西アジア
系イスラーム文化地域の優れた音楽の伝統
を世の中に知ってもらうこと。 
 
３．研究の方法 
フィールドワークとその結果に基づく研究
会による。研究グループには、トルコ、イラ
ン、アラブの音楽研究者が参加しているので、
ウイグル音楽文化の研究のみならず、それぞ
れの研究成果の総合が重要である。 
 
４．研究成果  *別添論文集も参照のこと 
(1)平成 20 年度 
・研究代表者はすでにウイグルには基本的な
フィールドワークを行っていたので、隣国の
トルコ系民族でウイグルの「12 ムカーム」と
呼ばれる伝統と似た「6 ムカーム」という伝
統を持つウズベキスタンと、西アラブ音楽文
化圏の中心であるエジプトの基本的な文化
に対するフィールドワークを行った。ウメル
氏は 12ムカームのいくつかの採譜を行った。
研究代表者の龍村と連携研究者の小柴、谷は
合同研究会を行った。 
 
(2)平成 21 年度 
①龍村と小柴はカザフスタンのアルマトイ
の音楽学院(コンセルヴァトワール)で行わ
れた国際会議「中央アジア民族の伝統音楽文
化」に出席。龍村は「東・中央アジアにおけ
る古典的变情詩の自由リズムによる独唱様
式について」という題名で研究発表を行い、
好評を得た。このテーマも当該地域の比較研
究の一つである。この音楽祭で、多様な中央
アジアの民族音楽の収録を行った。また小柴
は夏にウズベキスタンで行われた国際音楽
祭で同じく多くの民族音楽を収録した。 
 
②今回の研究期間で大きな誤算があったの
は、この年に起こった新疆ウイグル自治区の
政治的騒乱である。多くのウイグル民族が逮
捕され、情報が遮断され、電話も通じなくな
ったために、インフォーマントのウメル氏と

は全く連絡をとれないない状況となり、夏に
予定していた研究グループ全員でのウイグ
ル音楽調査は断念せざるを得なくなった。し
かしその代りに龍村、小柴、谷、屋山の全員
でイスタンブールでのトルコ音楽調査を行
った。屋山の紹介のウード奏者、打楽器奏者
などよる貴重な音楽資料の収録が得られた。
またウード(アラブ、トルコの重要楽器だが
ウイグルでは現在使われていない撥弦楽器)
の楽器工房も調査。トルコの軍楽隊の収録。
またギリシャ正教のミサを収録。 
 
③龍村の企画で小柴と谷は比較文明学会と
民族芸術学会の合同大会で発表。龍村は比較
文明学会大会で西洋の音楽に対するアジア
やアフリカの音楽の「無形文化遺産」として
の意義についての研究発表を行った。 
 
(3)平成 22 年度 (最終年度) 
①龍村、小柴、谷、屋山は京都で研究会を行
い、主として研究成果報告書用の論文(別添
論文参照のこと)について話し合った。 
 
②龍村は「芸術から文明を考える」というテ
ーマで行われた比較文明学会大会において
実行委員長としてかかわり、「中央・西アジ
ア・イスラム文化圏に見る<愛>の表現―音楽
と信仰」というタイトルで研究発表を行った。 
 
③北アフリカ、中東のアラブ地域の政治的混
乱を避けて、龍村は、渡航注意情報の出てい
ないオマーンとアラブ首長国連邦のアブダ
ビ、ドバイ、シャールジャのフィールドワー
クを行った。これらの国はイスラームの文明
が世界に理解されることを目指して多大な
努力を図っている。なかでも今回訪問したア
ブダビのグランド・モスクは、世界中からの
現代美術工芸の粋を集めた素晴らしくゴー
ジャスなモスクで、解説者もイスラームを理
解してもらうことに熱心で丁寧な解説を行
っていた。またシャールジャのイスラーム文
明博物館も、現代的設備と工夫を凝らした、
子供から大人まで楽しめる施設で非常に感
銘を受けた。これらは学問の領域を超えて、
一般の人々に訪れてもらいたい施設である。 
 
これらの研究は科学研究費の交付が内定し
ている 23 年度からの研究「中央・西アジア
音楽文化の比較研究２」につなげたい。 
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＊別添で論文集をつけます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


